
いちごドリルプリント

中部地方プリント 名前

問1 中部地方の福井県に位置する若狭湾や、石川県の能登半島の一部では、山地の谷に海水が入り込むことで、小さな岬と湾が連続する複雑に入り
組んだ海岸線が見られます。このような海岸地形の名称として正しいものを、次のうちから選びなさい。 （2022年 山口県公立入試 類似）

1. 砂州 2. 海岸平野 3. リアス海岸 4. 三角州

問2 中部地方の内陸部に位置する「中央高地」の地形的特徴とその利用について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2023年 宮城県公立入試 類似）

1. 飛騨・木曽・赤石の3つの山脈に
囲まれた盆地が点在し、山沿いの扇
状地では果樹園が多く見られる

2. 飛騨山脈などの火山が連なる高原
地帯であり、水はけの悪い土地を利
用して茶の栽培が盛んに行われてい
る

3. 赤石山脈から流れる川の河口付近
に広がる広大な三角州を利用して、
水はけのよさを活かしたブドウの栽
培が行われている

4. 日高山脈などの険しい山々に囲ま
れた盆地が多く、扇状地では機械化
による大規模な米作りが行われてい
る

問3 富山県で発生したイタイイタイ病をはじめとする四大公害病が社会問題となったことを背景に、1967年に制定された環境対策の基礎となる法律
はどれですか。 （2024年 静岡県公立入試 類似）

1. 環境基本法 2. 公害対策基本法 3. 資源有効利用促進法 4. 男女共同参画社会基本法

問4 長野県などの標高が高い地域で生産される「高原野菜」が、東京や大阪などの大都市圏へ盛んに出荷されるようになった背景として、最も適切
な理由はどれですか。 （2021年 高知県公立入試 類似）

1. 大都市周辺の農地が不足したため
、すべての野菜生産を遠隔地の山岳
地帯に移転させる政策がとられたた
め。

2. 海外からの輸入野菜に対抗するた
め、収穫した野菜をすべて乾燥加工
してから出荷する技術が普及したた
め。

3. 標高の高い地域は平地に比べて土
地代が極端に安く、ビニールハウス
を大量に設置して冬の出荷を増やし
たため。

4. 高速道路などの交通網が整備され
、保冷トラック（冷トラック）によ
る迅速な輸送が可能になったため。

問5 山梨県などの盆地の周辺部に見られる扇状地において、古くからブドウやモモなどの果樹園として土地が利用されてきた理由として、最も適切
な説明はどれですか。 （2025年 青森県公立入試 類似）

1. 火山灰が厚く降り積もっており、
稲作には適さないから。

2. 標高が非常に高く、夏でも冷涼な
気候が続くから。

3. 土砂の粒が大きく隙間が多いため
、水はけが良いから。

4. 河口に近いため、常に湿り気のあ
る粘土質の土壌だから。

問6 東海道新幹線のルートを東京都から大阪府に向かって順番にたどったとき、滋賀県を通過した後に現れ、終点である大阪府の隣に位置する都道
府県を答えなさい。 （2018年 群馬県公立入試 類似）

1. 奈良県 2. 福井県 3. 兵庫県 4. 京都府

問7 中部地方の各県を、山脈やフォッサマグナなどの地形的特徴から分類した際、太平洋側に位置する県や北陸地方の県の中に、県名と県庁所在地
の名称が異なるものが含まれます。これに該当する県名と、その県庁所在地の名称を正しく並べたものを選びなさい。 （2017年 奈良県公立入試 類似）

1. 石川県（輪島市）、愛知県（豊田
市）、山梨県（富士吉田市）

2. 石川県（金沢市）、愛知県（名古
屋市）、山梨県（甲府市）

3. 長野県（松本市）、岐阜県（大垣
市）、静岡県（浜松市）

4. 新潟県（新潟市）、富山県（富山
市）、福井県（福井市）

問8 中部地方の内陸部に位置し、周囲を高い山々に囲まれた松本市のような地域の気候について述べた文として、正しいものを選びなさい。 （2019年

新潟県公立入試 類似）

1. 1月の気温が氷点下になるほど寒
冷であるが、日本海からの湿った空
気が直接流れ込むため、冬の降水量
は沿岸部と同程度に多い

2. 海から遠いため、夏季と冬季の気
温差や日中の気温差が大きく、年間
を通じて降水量が少ない中央高地の
気候に属する

3. 暖流である黒潮の影響を強く受け
るため、1月の平均気温が氷点下にな
ることはなく、冬でも温暖で湿潤な
気候である

4. 周囲の山々が季節風を遮るため、
冬は非常に乾燥して晴天が続くが、
夏は梅雨や台風の影響で日本有数の
多雨地帯となる

問9 日本の主な工業地帯の生産額を比較した統計において、製造品出荷額が約55兆円に達して日本第1位であり、その内訳の中で自動車などの機械工
業が約7割という極めて高い割合を占めている工業地帯はどこですか。 （2023年 岐阜県公立入試 類似）

1. 京浜工業地帯 2. 中京工業地帯 3. 阪神工業地帯 4. 北九州工業地域

問10 北陸地方のある都市の統計において、十二月から二月にかけての降水量が月間三百五十ミリメートルを超えて突出して多く、同時期の気温が〇
度近くまで低下するという特徴が見られます。このような気候条件を持つ地域で、古くから伝統的な工芸品の製造が発達した理由として最も適
切な説明を選びなさい。 （2017年 高知県公立入試 類似）

1. 夏の期間に雨が少なく乾燥するた
め、農作業の代わりに伝統的な技術
を用いた工業が発展したから。

2. 台風による被害が多く、農作物の
収穫が不安定だったため、安定した
収入を求めて重化学工業が発達した
から。

3. 冬の積雪により屋外での農作業が
困難になるため、屋内でできる手仕
事が農家の副業として定着したから
。

4. 一年を通じて温暖な気候であり、
原材料となる植物の栽培と加工が冬
場に効率よく行えたから。

問11 中部地方の中央部には、標高3000メートル級の険しい山々が連なる3つの山脈があります。これらを総称して「日本アルプス」と呼びますが、
その構成として正しい組み合わせを選択肢から選びなさい。 （2023年 山形県公立入試 類似）

1. 石鎚山脈・剣山地・讃岐山脈 2. 飛騨山脈・木曽山脈・赤石山脈 3. 奥羽山脈・出羽山脈・越後山脈 4. 鈴鹿山脈・紀伊山脈・中国山地

問12 愛知県の工業に関する統計において、1960年から2014年にかけて工場の数にあたる事業所数は減少している一方で、製造品出荷額は1.4兆円か
ら43.8兆円へと劇的に増加しています。この変化の背景として、2014年時点で出荷額全体の約7割を占めるまで成長し、愛知県の経済を支えて
いる工業分野を次の中から選びなさい。 （2018年 埼玉県公立入試 類似）

1. 古くから地域の経済を支えてきた
伝統的なせんい工業

2. 自動車などの輸送用機械を中心と
した機械工業

3. 全国的な需要拡大に伴い事業所数
が増加した木材・木製品工業

4. 沿岸部のコンビナートで発展した
基礎素材を作る金属工業

問13 日本の中央部に位置する中部地方には、標高3,000メートル級の山々が連なる3つの山脈があり、これらは総称して「日本アルプス」と呼ばれま
す。このうち、最も南側に位置し、険しい地形と多い降水量を活かして古くから林業が盛んに行われてきた山脈の名称として正しいものを選び
なさい。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 赤石山脈 2. 飛騨山脈 3. 木曽山脈 4. 奥羽山脈


